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積み木の糊付
の り づ

け 

 

 立方体の形をした同じ大きさの８個の積み木Ａ～Ｈを，右の図のように積み，

糊で貼り合わせて大きな立方体を組み立てます（Ｈの積み木はＤの積み木の下に

あります）。積み木の面と面は１２か所で接しますが，１２か所すべてを貼り合

わせなくても，持ち上げて向きを変えたときにバラバラにならないように組み立

てることは可能です。 

 次の問いに答えなさい。 

 

（１）最も少なくて，何か所を貼り合わせれば大きな立方体を組み立てることができますか。 

 

 

 

（２）（１）で答えた貼り合わる箇所の組みあわせは，全部で何通りありますか。 
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積み木の糊付け （１）７か所 （２）３８４通り 

 

（１）８個の積み木をつなげるので，植木算の発想で８－１＝７（か所）で済みそうです。検証してみると，

例えば図①のように上の段と下の段をそれぞれ３か所貼り合わせ，上の段と下の段を１か所で貼り合わ

せれば，大きな立方体を組み立てることが可能です。よって，７か所です。 

 

   図① 

 

 

 

 

 

 

（２）７か所を貼り合わせるということは，１２－７＝５（か所）を貼り合わせないということでもありま

す。１２か所から５か所を選ぶ方法は，
１２×１１×１０×９×８

５×４×３×２×１
＝７９２（通り）あります。ここか

ら，立方体がバラバラになってしまう場合を除きます。 

 

  ４個－４個のまとまりに分かれる場合 

   図②のように４個と４個のまとまりに分けたうえで，あと１か所貼り合わせないか所を選ぶ方法が８

通り，図②のような分け方が向きを変えて３通りあるので，８×３＝２４（通り）です。 

 

  ３個－５個のまとまりに分かれる場合 

   図③のように３個のまとまりを分ける段階で，貼り合わせない５か所がきまります。向きを変えて，

２４通りです。 

 

   図②               図③ 
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  ２個－６個または１個－１個－６個のまとまりに分かれる場合 

   図④のように２個のまとまりを分けるので，貼り合わせない４か所がきまります。あと１か所は，残

りの１２－４＝８（か所）から選ぶので，８通りです。なお，図⑤のように２個のまとまりの内部にあ

と１か所を選ぶと，１個のまとまり２つと６個のまとまりに分かれることになります。２個のまとまり

の向きを変えたものが 

１２通りあるので，８×１２＝９６（通り）です。 

 

１個－７個のまとまりに分かれる場合 

   図⑥のように，貼り合わせない３か所がきまります。あと２か所は，残りの１２－３＝９（か所）か

ら選んで，
９×８

２×１
＝３６（通り），ただし，図⑤の場合との重複が３通りあるので，３６－３＝３３（通

り）です。切り離される１個の立方体の選び方が８通りあるので，３３×８＝２６４（通り）です。 

 

 

   図④          図⑤        図⑥ 

 

 

 

 

 

   ７９２－（２４＋２４＋９６＋２６４）＝３８４（通り）です。 
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